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 コンセプト、建築形態、環境との関係、変位、地域との呼応。どれをとっても申し分の

ないプレゼンテーションである。だがしかし、その欠点のなさが審査員一同気になったの

であった。その多面的な解法や、環境との結節点の処理や導入は見事ではあるが、やや不

動産的なまとまり方が大人びていて、そつがないが、やはり、私も気になった。  とは言

え、水と緑を引き込む事、水位の変化によって路地やステージがあらわれる事、二層から

三層程度のボリュームに押さえた事、きちっと小樽のイメージの軟石等を使用している事、

house、studio、shop、cafe、gallery、など内容に無理がないなど、非常に具体的で人間的

である。最近のコンピューター建築にはない品性があり、建築の基本を忘れてないところ

が、称讃に値する。  

（文責：中山 眞琴君） 

 

 

 

     


